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1. 企業経営の方向性及び情報処理技術の活用の方向性 

⚫ 経営ビジョン 

働きやすさと品質で、次の世代に誇れる企業へ。  

 

⚫ 経営ビジョンを実現するために掲げる DX ビジョン 

現場の知をデジタルで未来へつなぎ、地域と共に持続的な成長を実現する 

 

⚫ DX ビジョンにかけた思い 

訓子府機械工業は、現場の知恵と経験を核に、デジタルを通じて事業と地域をつなぐ産業プラットフォーム企業へと進化する。

農業機械をはじめとした多角的な事業の価値をデータで結び合わせ、農業・生活基盤・地域社会の持続可能な発展に貢献

する。社員一人ひとりの工夫や現場の声をデジタルで磨き上げ、未来の世代に知見として継承することで、「地域に根差し、世

界へ価値を発信するものづくり企業」を実現する。私たちは、DX を単なる効率化の手段ではなく、地域の課題を解決し、新し

い可能性を創造する挑戦の原動力として位置づける。 

 

2. 企業経営及び情報処理技術の活用の具体的な方策（戦略） 

以下、3 つの DX 戦略を掲げ、組織全体のデジタル活用を加速します。DX 戦略は、2026 年〜2028 年の 3 年間で実行するも

のとして策定します。 

 

⚫ DX戦略テーマ①：現場DX（まず触って“気づき”を生む DX） 

現場でタブレットや大型ディスプレイを使ってみるところから始め、使いながら『ここもデジタル化できる』という気づきを引き出し、改

善につなげていく 

⚫ DX戦略テーマ②：顧客管理DX（まずは“お客様を把握する”ことから） 

バラバラになっているお客様情報を一つにまとめ、まずは“お客様を正しく把握できる状態”をつくることで、将来のサービス向上や

事業連携につなげる 

⚫ DX戦略テーマ③：スマートワークDX（まずは“紙→デジタル”の一歩から） 

受注・仕入・売上などの紙業務をデジタルに置き換え、日常業務のムダをなくし、働きやすさと業務効率を同時に高めていく。受

注・仕入・売上などの紙業務や個別管理情報をデジタルで一元管理することで、日常業務の重複作業などのムダをなくし、情

報共有を円滑に行える環境を作ることで、働きやすさと業務効率を同時に高めていく 



 

3. 戦略を効果的に進めるための体制 

「実務執行総括責任者：代表取締役社長 松田 謙」 の直轄部署である、「DX 推進プロジェクトチーム」 に全社的な DX をマ

ネジメント・ハンドリングする役割を持たせております。※新たな DX 専門部署を設立するよりも、経営層を含めた意思決定スピード及

び社内影響力などを考慮して、実態にフィットしており、円滑に DX が推進できると判断しました。 

 

 

4. 戦略の達成状況に係る指標 

前述した DX 戦略①〜③のそれぞれの達成度を測る指標を策定しています。2026 年~2028 年の 3 ヵ年での段階的な計画とし

ています。 

 

DX 戦略①〜③に紐づけて指標をそれぞれ細分化して定義しており、その DX 戦略実行プロジェクト単位でプロジェクトチームが管理

し、定期的な評価・改善が回る仕組みとしています。複数存在するプロジェクト単位での達成度などは、「実務執行総括責任者：

代表取締役社長 松田謙」へ報告し、指示を仰ぐと共に外部及び内部への情報発信の材料としています。指標としては、「DX 戦

略実施により生じた効果を評価する指標」 及び 「DX 戦略に定められた計画の進捗を評価する指標」の両方の観点で策定し、公

表しています。また、定量指標に加えて、達成したか否かが判断できる定性指標も含んでおります。 

 

５．実務執行総括責任者による効果的な戦略の推進等を図るために必要な情報発信 

私たちは、DX 推進進捗の透明性を担保すべく、外部ステークホルダーの皆さま及び社内へ発信して参ります。 

 



 

⚫ 社外向け 

年 1 回に DX の取り組み・進捗を公式 Web サイトで発信いたします。 

また状況に応じて、DX 推進の成功事例を、業界イベントやセミナーで発信できるよう役割を果たしていきます。 

 

⚫ 社内向け 

年 1 回または活動に応じて社内 DX レポートを発行し、経営陣から全社員へ DX の進捗を共有いたします。 

 

 

※DX 戦略の詳細等については、こちらをご確認ください。 

https://www.kunneppukikai.com/wp/wp-content/uploads/2026/02/dx_guidelines.pdf

